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ABSTRACT
　This paper examines the changes of store management in a supermarket 
company with a special reference to the reduction of fulltime staff, increased 
importance of the part-time workers and the centralized department administra-
tion beyond the store. These subjects constitute a part of our research, which de-
scribes the works of white collar workers under the key concept of management. 
Our targets are as follows: 1）How the stores and the store managers are man-
aged by the senior managers. 2）How the store managers manage their stores. 
3）Which capabilities are necessary for the store managers and which relations 
have the capabilities to their careers? This paper concerns particularly the ﬁrst 









































タビュー結果である。インタビューは 2005 年 6 月から 2008 年 12 月までの間
に計 15 回，31 時間に及んだ。対象となったのは，人事・総務・営業部門の本
社スタッフと店長であり，これらの人々に対するインタビューによって，A 社
の組織，人事処遇制度，店舗運営の仕組み，正社員のキャリア等について知る
ことができた。第 2 は A 社の人事関係資料であり，中でも人事データの役割





描くのは 2005 年から 2007 年にかけてである。
1　A社の概要
（1）歴史・組織・店舗
　A 社の起源は第 2 次世界大戦前にまで遡ることができるが，有価証券報告書
の記述は高度成長期から始まっている。この資料による限り，A 社は一時的な
停滞はあるものの，一貫して成長の道を歩んできた。1990 年から 2006 年まで
の間に店舗数と売上高は2.3倍，営業総利益は2.6倍，売場面積は4.6倍となった。










売場面積が 500 ㎡弱であり，1990 年代の前半までは新規店もこの規模のもの
が多かった。その後，状況は変化し，売場面積 2000 ㎡以下の新規店はほとん
どなくなる。現在では，売場面積が 500 ㎡弱の店舗はごく少なくなり，売場面



















アマネージャー（以下，AMr と略）である。バイヤーと SV にはそれぞれ担当
する商品部門がある。注意が必要なのは SV であり，店舗の各商品部門とその


























































（ 5 ）図表 2 は本社，工場等の人員を含まない。有価証券報告書から得られる数値は，フル
タイム人員については 2 月 20 日現在の値であり，パート等については 8 時間勤務を 1 人
に換算した年平均値である。
（ 6 ）人事データから得られる数値は，特に断らない限り，1 月 10 日現在の状況を指している。
1990 年時点の売場面積は，店番号 001 が 4000 ㎡台，002 が 3000 ㎡台，003，004，008 ～
010 が 1000 ㎡台，005 ～ 007，011 ～ 014 が 1000 ㎡未満である。1990 年から 2006 年まで

















（ 7 ）従業員数は 2000 年まで有価証券報告書に記載されているが，パート等の数値が得られ







　削減の第 1 の要素は，図表 5 に示すように，店長とチーフの間に位置する管
理層の削減―特に次長職の廃止―である。1990 年に次長は 14 店舗中 10 店舗













減少は図表 5 から読み取ることができるが，図表 6 はこれを部門ごとに示した
ものである。最初の値はフルタイム人員であり，（　）はチーフ等，［　］はそ
れ以外の管理層である。現在，チーフ等が常にいるのは鮮魚部門だけである。
　第 3 の要素は，図表 6 に示しているように，管理部門で事務・商品管理とレ
ジを担当するフルタイム人員がいなくなったことである。現在，これらの店舗




























































増加した。1989 年と 2000 年を比較すると，チーフ等は 2.0 倍になったが，トレー













配属されたが，最も多いのはフルタイム人員が 5 人の 17 店であり，これに 4
人の 8 店，6 人の 7 店，7 人の 6 店が続いている。鮮魚を除き，チーフ等が配
置されていない店舗が多い。最も多いのはチーフ等が鮮魚だけの 23 店であり，



















































　もう 1 つの流れは SV の強化である。図表 7 に示しているように，トレーナー
が大幅に削減されたのとほぼ同時期の 2000 年と 2001 年に SV が増員された
（15）
。
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